
独立性により、私たちは長期的な目標を追求することができる。

 — 独立 ̶

 1839年に設立されたパテック フィリップは私企業であり、1932年以来、私の家族

が所有している。

 しかしこの独立は私にとって何を意味し、なぜ独立がそれほど重要なのだろうか。

 簡単に言えば、独立により、私たちは自らの運命を支配することができる。私たち

の哲学、実践、規準、ビジョンはすべて、私たち自身の手中、すなわち時計製作が

永遠の情熱である人々の手中にある。おそらく最も重要なことは、独立により、私た

ちが行うすべてのことにおいて、創造的な自由が保証されるということである。

 例えば、創業 150周年を記念し、33の複雑機能という世界記録を持つタイムピー

スを創作するため、当社は、多くの最も才能ある人材を天文表示懐中時計キャリ

バー89の開発に投入した。このプロジェクトは完了までに9年を要した。

 新しいミレニアムを記念し、私たちはスターキャリバー2000の開発にも8年を費

やした。これは真の創意工夫によるタイムピースであり、6件の技術特許で保護さ

れ、21の複雑機能を搭載している。

 さらに最近、1839年の創業から今日までのパテック フィリップ・コレクションを含

む、500年の時計製作を網羅するユニークなミュージアム「時計製作の神殿」を開

設することができたのも同じ理由からである。このようなミュージアムを開設し、時

計とその人類への貢献についてより多くの人々に理解を深めていただくことは、私

にとって常に夢であった。また当社の中核をなすスキル、クラフトマンシップ、技術

革新を見学者に見ていただくことも私の願いであった。

 独立した経営陣の下、当社の長期ビジョンは商業上の短期的需要よりも常に優

先される。したがって当社の技術的リーダーシップを保キするために必要な投資が、

外部株主の要求によって制限されることはない。

 では当社の独立精神の主な受益者は誰であろうか。私たちにとって最も重要なの

は、2つのグループの人々である。パテック フィリップの時計を製作する人 と々、それ

らを所有する人々である。
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VALUES

 新しいシリーズでは、パテック フィリップの「10の価値」を

 取り上げ、同社の哲学、および卓越したタイムピースの

 製作においてこれらが果たす役割を考察する。

 第1回は、パテック フィリップが守り続ける独立の原則である。

	 文   ニコラス・フォークス

 

20
年
ほ
ど
前
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
﹃
家
族
経
営

の
時
計
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
価
値
﹄︵
写
真
左
︶
を
出
版
し

た
。
こ
の
2
0
0
4
年
刊
行
の
薄
い
小
冊
子
は
、
控
え
目

な
タ
イ
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
重
要
な
内
容
を
秘
め
て

お
り
、
こ
の
意
味
か
ら
、
著
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス

タ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

 

1
9
9
3

年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で
同
社
の
社
長
を
務

め
た
ス
タ
ー
ン
氏
は
、
業
界
の
他
の
誰
と
も
異
な
る
先

見
の
明
に
恵
ま
れ
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
。

こ
の
謙
虚
な
出
版
物
は
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
を
今
日

の
卓
越
し
た
高
み
に
引
き
上
げ
た
彼
の
哲
学
に
関
す
る

貴
重
な
洞
察
を
提
供
す
る
。

 

ス
キ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
、
優
勝
歴
に
輝
く
ヨ
ッ
ト
マ
ン

で
も
あ
る
行
動
力
に
溢
れ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
タ
ー
ン
は
、

同
時
に
き
わ
め
て
洞
察
力
に
富
ん
だ
人
で
あ
り
、
彼
の

成
功
は
直
感
と
知
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
を
経
営
す
る
家
族
の
3

代
目
で
あ
る
彼
は
、

同
社
に
と
っ
て
何
が
真
実
で
あ
り
、
何
が
真
実
で
は
な

い
か
を
本
能
的
に
知
っ
て
い
る
。

  

﹃
価
値
﹄
は
、
直
感
と
い
う
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
特
質
を

構
成
す
る
各
要
素
を
概
説
し
て
い
る
。
各
々
の
短
い
章

は
10
の
教
訓
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
分
析
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
﹁
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
﹂
と

い
う
名
の
背
後
に
あ
る
魔
法
を
創
り
出
し
て
い
る
。
こ
の

小
冊
子
は
、
知
的
か
つ
情
緒
的
な
短
い
自
伝
、﹁
わ
が
生

涯
に
一
片
の
悔
い
な
し
﹂
と
の
宣
言
と
し
て
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
他
の
多
く
の
知
識
人
同
様
、
ス
タ
ー

ン
氏
が
最
も
重
ん
じ
る
の
は
﹁
独
立
﹂
で
あ
る
。

 

思
想
と
行
動
の
自
由
が
な
け
れ
ば
、
今
日
の
パ
テ
ッ

ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
な
い
。
も
し
ス
タ
ー
ン
氏
が
オ
ー
ナ
ー

や
株
主
に
釈
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
と
り

わ
け
キ
ャ
リ
バ
ー
89
の
創
作
に
関
し
て
は
、
彼
の
経
営

者
と
し
て
の
決
断
は
別
の
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

キ
ャ
リ
バ
ー
89
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
は
、
機
械
式
時

計
の
不
滅
の
美
し
さ
に
対
す
る
彼
の
深
い
信
念
の
直
接

的
な
結
果
で
あ
り
、
そ
の
表
れ
で
あ
っ
た
。﹃
価
値
﹄
の

中
で
彼
は
、
こ
の
懐
中
時
計
を
独
立
し
た
行
動
の
完
璧

な
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

 

今
日
、
キ
ャ
リ
バ
ー
89
は
時
計
史
上
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、

機
械
式
時
計
製
作
に
お
け
る
新
し
い
黄
金
時
代
の
幕
開

け
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
1
9
8
0
年

代
初
頭
、
ス
タ
ー
ン
氏
の
テ
ク
ニ
カ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
ス
テ
ュ
デ
ー
ル
が
、
こ
れ
ま
で
製
作
さ

れ
た
中
で
最
も
複
雑
な
機
械
式
携
帯
時
計
を
創
作
す

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
時
、
そ
の
よ
う
な
行
動

方
針
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
無
謀
に
キ
い
も
の
に
見
え

た
に
違
い
な
い
。

 

1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら
1
9
8
0
年
代
前
半
に
か
け

て
、
ス
イ
ス
の
伝
統
的
時
計
製
作
は
、
強
い
ス
イ
ス
フ
ラ

ン
、
高
い
金
価
格
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
い
人
件
費
の

圧
力
を
受
け
て
い
た
。
ほ
ぼ
10
年
を
か
け
て
数
個
の
大
型

で
高
価
な
懐
中
時
計
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
投
資
す
る
よ
う
、
通
常
の
経
営
者
を
説
得
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ス
タ
ー
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
も
た
ら
す

潜
在
的
可
能
性
を
自
ら
に
納
得
さ
せ
る
だ
け
で
十
分

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

伝
統
的
な
最
高
水
準
の
時
計
製
作
の
擁
護
者
で
あ
り
、

美
を
愛
す
る
ス
タ
ー
ン
氏
は
、
1
9
8
9
年
、
自
社
の
創

業
1
5
0
周
年
を
記
念
す
る
最
良
の
方
法
は
、
20
世
紀
初

頭
の
著
名
な
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ォ
ー
ド
・

パ
ッ
カ
ー
ド
や
ヘ
ン
リ
ー
・
グ
レ
ー
ブ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
時

代
以
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
タ
イ
プ
の
時
計
を
製
作
す
る

こ
と
で
あ
る
と
直
観
し
て
い
た
。
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ

の
独
立
は
、
画
期
的
な
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
の
誕
生
を
可
能

に
し
た
の
で
あ
る
。

 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
タ
ー
ン
は
、﹃
価
値
﹄
の
第
1
章 

︵
次
ペ
ー
ジ
︶
の
中
で
こ
の
上
な
く
適
切
に
述
べ
て
い
る
。

﹁
独
立
に
よ
り
、
私
た
ち
は
自
ら
の
運
命
を
支
配
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
私
た
ち
の
哲
学
、
実
践
、
規
準
、
ビ
ジ
ョ

ン
は
す
べ
て
、
私
た
ち
自
身
の
手
中
、
す
な
わ
ち
時
計

製
作
が
永
遠
の
情
熱
で
あ
る
人
々
の
手
中
に
あ
る
。﹂ 

独　立  

—  

伝　統

—

革　新

—  

品質と  
精緻な仕上がり

—

希少性

—

付加価値

—

美

—

サービス

—

思い入れ

—

継　承


